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１．概要（Summary） 

 ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）は、既存の金属系

およびセラミックス系インプラント材料と比べ、骨組織に比

較的近いヤング率を有するスーパーエンジニアリングプラ

スチックであり、次世代の骨修復材料として近年注目を集

めている。本研究では PEEK および繊維強化 PEEK の

表面に細孔を形成し、擬似体液（SBF）[1]中で高活性に

アパタイト形成を誘起するリン酸カルシウム微粒子（アパタ

イト核）を、細孔を有する基材の細孔内に形成する手法

（関連特許(1)）で生体活性を付与し、擬似体液（SBF）中

でのアパタイト形成能を評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

  3Dレーザー顕微鏡 

【実験方法】 

 PEEK、炭素繊維強化 PEEK（CFR-PEEK）、ガラス繊

維強化 PEEK（GFR-PEEK）に硫酸処理を施し、基材表

面に細孔を形成した。その後、グロー放電により酸素プラ

ズマを基材の両面に照射した。上記の一連の操作におい

て、走査型電子顕微鏡、3D レーザー顕微鏡で表面形態

の変化を観察した。グロー放電処理後、25 ℃、pH 8.4

に調整した SBF に基材を浸漬し、70 ℃で 24 時間保持

した。これにより、アパタイト核を CFR-PEEK および

GFR-PEEK 表面の細孔内に形成し、生体活性を付与し

た。得られた生体活性 CFR-PEEK および生体活性

GFR-PEEKを 36.5 ℃、pH 7.4の SBFに浸漬し、材料

表面におけるアパタイト形成能を薄膜 X 線回折装置、走

査型電子顕微鏡、エネルギー分散型 X 線分析装置，フ

ーリエ変換赤外分光光度計を用いて評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

硫酸処理により、CFR-PEEKおよびGFR-PEEKの表

面に網目状の細孔が形成された。ついでグロー放電処理

およびアパタイト核処理により得られた、生体活性

CFR-PEEK および生体活性 GFR-PEEK を SBF に浸

漬したところ、材料表面全体が 1日以内に骨類似アパタイ

ト層で覆われ、高いアパタイト形成能を示した。 
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